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師走（しわす ）は、 師（僧侶）が 走ると の由来もある ようで す。 12月という

だけで、なん となく あわただしい 気持ち になります。 とはい え、目の前の 仕

事を一つ一つ かたづ けて、新しい 年を迎 えたいもので す。  

この１年のご 愛読あ りがとうござ いまし た。現在会員 登録数 3,214人さま。  

次号は新年１ 月 21日発行の予定で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  連続講座「目で 見 るイギリス児 童文学 の歴史」  

講 師 が 所 蔵 す る イ ギ リ ス 児 童 文 学 に 関 わ る 貴 重 な コ レ ク シ ョ ン を 紹 介 し て い

ただきながら 、イギ リスの子ども の本の 歴史について ご講演 いただきます 。  

講  師：三宅 興子（ 当財団特別顧 問、梅 花女子大学名 誉教授 ）  

日  時：令和 ２年１ 月 25 日（土）、２月 22 日（土）、３月 15 日（日）  

各回  午後２時～３ 時 ３０分  

場  所：大阪 府立中 央図書館  ２階大会 議 室  （東大阪 市荒本 北）  

内  容：  

 第１回「最 初期の イギリスの子 どもの 本から始めて 」  

 第２回「子 どもの 本の「第一次 黄金時 代」」  

 第３回「 20 世紀イ ギリスの子ど もの本 」  

定  員：各回  50 名（申込先着順）  

参加費：各回 1,000 円  

主  催：一般 財団法 人  大阪国際児童文 学 振興財団  

助  成：子ど もゆめ 基金助成活動  

お申し込み、 詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力い ただきますよ うお願 いします。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『よみがえっ た奇跡 の紅型』  中 川なを み /著  あすなろ書 房  2019 年 11 月

対象年齢：小 学校高 学年以上  

 

あ ら す じ ： 沖 縄 を 代 表 す る 伝 統 工 芸 の 紅 型 （ び ん が た ） は 、 琉 球 王 国 で ど の

よ う に し て 生 ま れ た か を 紹 介 し 、 明 治 末 期 に 衰 亡 の 危 機 に あ っ た 紅 型 を 研

究 し た 鎌 倉 芳 太 郎 、 沖 縄 戦 後 に 紅 型 を 再 生 さ せ た 城 間 栄 喜 、 紅 型 に 影 響 を

受 け て 「 型 絵 染 」 と い う 自 ら の 芸 術 手 法 を 確 立 し た 芹 沢 銈 介 の 仕 事 と 人 生

をたどるノン フィク ション。  

 

Ｙ：力のこも ったノ ンフィクショ ンでし た。  

Ｔ：沖縄の 独特な地理 、12 世紀から 1980 年代までの政治 、文化的 状況を、「紅

型 」 と い う 具 体 的 な も の を 通 し て 描 き 出 し た と こ ろ が と て も 興 味 深 い と 思

います。  

Ｙ ： 中 国 と 日 本 に は さ ま れ た 琉 球 王 国 だ か ら こ そ 生 ま れ た 芸 術 で あ る と い う

ことが伝わっ てきま した。  

Ｔ ： 紅 型 に 関 わ る ３ 人 の 評 伝 で も あ り 、 読 者 が ３ 人 に 寄 り 添 っ て 読 ん で い け

る仕掛けもお もしろ かったです。  

Ｙ ： こ の ３ 人 は 、 紅 型 を 後 世 に 遺 す 強 い 思 い と と も に 、 た だ 過 去 の 模 倣 を す

る の で は な く 、 自 分 自 身 で 芸 術 を 切 り 拓 い て い く 部 分 が あ る と い う 点 が 共

通 し て い ま す 。 伝 統 を 受 け 継 ぐ と は 何 か と い う こ と に つ い て 考 え さ せ ら れ

ました。  

Ｔ：紅 型の復興に は、柳宗悦が起こ した「民 藝運動」が強く関 連し ています。

こ の 本 で は 、 最 初 か ら 柳 を ク ロ ー ズ ア ッ プ す る の で は な く 、 章 を 追 う ご と

に 読 者 が 柳 を 意 識 す る よ う に 書 か れ 、 芹 沢 の 章 に な っ て 柳 が た っ ぷ り 登 場

します。巧み な構成 だと思いまし た。  

Ｙ ： 作 品 中 で は 、 沖 縄 戦 で 紅 型 の 型 紙 が 破 壊 さ れ た り 、 紅 型 の 関 係 者 や 家 族

が死んでしま ったり することも書 かれて います。  

Ｔ：そう いう意味で は、「戦争児童 文学」とも言えます。そし て、それぞれの

評伝には、魅 力的な 脇役がいまし た。  

Ｙ ： 鎌 倉 芳 太 郎 に は 、 沖 縄 の 下 宿 先 の 座 間 味 ツ ル さ ん 。 琉 球 の 上 層 階 級 の 言

葉 で あ る 首 里 言 葉 を 教 え て く れ た り し て 、 鎌 倉 を 沖 縄 文 化 に 誘 っ て く れ ま

し た 。 城 間 栄 喜 に は 父 親 の よ う な 存 在 の 大 阪 の 柳 田 米 次 郎 さ ん 、 そ し て 芹

沢銈介には、 柳宗悦 です。  

Ｔ ： 紅 型 を 通 し て 人 々 が 絡 み 合 い 、 こ の ま ま テ レ ビ ド ラ マ に な る よ う に 思 い

ました。  

Ｙ ： ノ ン フ ィ ク シ ョ ン と し て 事 実 が 客 観 的 に 書 か れ た こ と で 、 か え っ て 、 作

者の思いが伝 わるよ うに感じます 。  

Ｔ：紅型の美 しさも 装幀やカラー 図版か らわかります 。  

Ｙ ： 紅 型 の 工 程 な ど 、 技 術 的 な こ と も し っ か り 紹 介 さ れ て い て も っ と 紅 型 に

ついて、紅型 に関わ る人物につい て知り たくなりまし た。  

Ｔ ： と て も 残 念 な こ と に 首 里 城 は 火 事 で 燃 え て し ま い ま し た が 、 こ の 本 や 参

考 文 献 に 掲 載 さ れ た 本 を 読 む こ と で 、 琉 球 文 化 を い か に 伝 え て い く か を 考

えることがで きれば と思います。  



 

 ＊今回のゲストは 当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 52 回「虔十公園 林 」  

生涯たった一 つの願 いと逆らい  －永遠 の公園林が意 味する もの－  

 

〈 虔 十 は い つ も 縄 の 帯 を し め て わ ら っ て 杜 の 中 や 畑 の 間 を ゆ っ く り あ る い て

いるのでした 。  

 雨 の 中 の 青 い 藪 を 見 て は よ ろ こ ん で 目 を パ チ パ チ さ せ 青 ぞ ら を ど こ ま で も

翔 け て 行 く 鷹 を 見 付 け て は は ね あ が っ て 手 を た た い て み ん な に 知 ら せ ま し

た。〉  

 

豊 か な 自 然 に 心 惹 か れ 、 感 情 を 抑 え き れ な い 虔 十 。 し か し 、 生 業 に は 従 事 せ

ず、笑うばか りの虔 十を村人は馬 鹿にし 、冷笑・嘲笑 してい ました。  

 

あ る 日 虔 十 は 、 ど う い う 理 由 か ら か 家 の 後 ろ の 野 原 に 杉 苗 を 植 え た い と 言 い

出 し ま す 。 し か し そ こ は 固 い 粘 土 層 の 地 盤 で 、 も と も と 杉 は 育 た な い 土 地 。

苗 700 本を買ってく れと言われた 母は戸 惑い、兄は反 対しま すが、無駄を 承

知 で 父 は 買 っ て や れ と 言 い ま す 。 母 は 安 堵 し 、 兄 も 虔 十 の 植 林 を 手 伝 い 、 家

族の助力を得 て虔十 の杉林は造ら れます 。  

 

し か し 、 虔 十 が 村 人 の 冗 談 を 真 に 受 け て 枝 打 ち を し た こ と か ら 、 村 の 子 ど も

た ち が 林 の 中 を 行 進 し て 遊 ぶ よ う に な り ま す 。 喜 ん だ 虔 十 で し た が 、 杉 林 の

北側に土地を 持つ平 二から伐れと 脅され 、〈一生の間のたっ た一 つの人に対す

る逆らいの言 〉でそ れを突っぱね ます。  

 

虔十が亡くな って 20 年近く経った 頃、村の 小学校を出て 有名に なった人が村

に や っ て き ま す 。 こ の 間 、 村 は す っ か り 町 へ と 変 貌 し て い ま し た が 、 虔 十 の

杉林だけは当 時のま ま。それを みたその人 は、〈 ああ全くた れが かしこくたれ

が 賢 く な い か は わ か り ま せ ん 。 た だ ど こ ま で も 十 力 の 作 用 は 不 思 議 で す 〉 と

言います。  

 

〈 本 当 の さ い わ い 〉 を 人 々 に 伝 え る 公 園 林 は 、 虔 十 の た っ た 一 つ の 願 い と 逆

ら い 、 そ し て 虔 十 に 対 す る 家 族 の 思 い に よ っ て 完 成 し ま す 。 こ の 奇 跡 を 、 賢

治は〈 十 力 の 作 用 〉（ 仏 が 具 え る 十 種 の 智 力 ） と い う 言 葉 で 表 現 し た の で す 。 

 

「雨ニモマケ ズ」にお いてデクノボ ー的人 間像をうたい 、〈 サフ イフモノニ／

ワ タ シ ハ ナ リ タ イ 〉 と 書 い た 賢 治 。 虔 十 （ kenju） が 賢 治 （ kenji） を 連 想 さ

せることも夙 に指摘 されていると ころで す。  

 

虔 十 が 人 々 に 〈 本 当 の さ い わ い 〉 を 教 え る 公 園 林 を 残 し た こ と が 賢 治 に お け

る 創 作 と す る な ら ば 、 そ こ に は 、 賢 治 の 自 作 に 対 す る 強 固 な 自 負 、 そ し て そ

れ を 支 え る 家 族 の 無 償 の 愛 へ の 希 求 と 読 め る の か も し れ ま せ ん 。 私 に は 作 品

に 絶 対 的 な 自 信 を 持 ち な が ら 、 十 分 に 理 解 ・ 評 価 さ れ る こ と の な か っ た 賢 治

の苦悩が痛い ほど感 じられるので す。 (ペ 吉 ) 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  風 の又三郎』に よりま した。）  



 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５  

***************************************************************** 

 

「 あ っ と い う 間 に 体 じ ゅ う が ぽ か ぽ か だ わ 。 心 が あ る っ て 、 な ん て す て き な

んでしょう」  

（『青矢号  おもち ゃ の夜行列車 』ジャンニ・ロダーリ /作  関口 英子 /訳  岩

波少年文庫  岩波書 店  2010 年５月  p140）  

 

『青矢号  お もちゃ の夜行列車』 は、イ タリアのベフ ァーナ の日（ 1 月 6 日。

子 ど も た ち が 魔 女 ベ フ ァ ー ナ に プ レ ゼ ン ト を も ら う 日 ） の 物 語 。 ベ フ ァ ー ナ

の お 店 の シ ョ ー ウ ィ ン ド ウ に 飾 ら れ て い た お も ち ゃ た ち が 、 シ ョ ー ウ ィ ン ド

ウ を 毎 日 の ぞ き に 来 て い た の に 、 プ レ ゼ ン ト を も ら え な か っ た フ ラ ン チ ェ ス

コをかわいそ うに思 って、フランチェ スコ の家を目指し て出か けていきます 。

犬 の コ イ ン が フ ラ ン チ ェ ス コ の に お い を た ど り 、 お も ち ゃ た ち は お も ち ゃ の

列車、青矢号 に乗っ て出かけます 。  

 

青 矢 号 の 乗 客 に は 、 三 人 組 の 木 で で き た マ リ オ ネ ッ ト が い て 、「 あ た し た ち 、

な ん だ か と て も か な し い は ず な ん だ け ど 、 泣 く こ と も で き な い の 。 だ っ て 、

木 で で き て い る か ら 、 心 が な い ん だ も の … … 」 と 言 い ま す 。 す る と 、 赤 い ク

レ ヨ ン が 大 き な ハ ー ト を マ リ オ ネ ッ ト の 胸 に 描 き ま す 。 三 人 の マ リ オ ネ ッ ト

は、冒頭の引 用のせ りふを言いま す。  

 

赤 い ハ ー ト が 描 か れ た だ け で お も ち ゃ に 心 が 宿 る と い う 発 想 、 心 が あ る こ と

を素直に喜べ るとい う心性が、幼 年文学 らしい楽しさ に満ち ています。  

 

お も ち ゃ た ち は 、 苦 難 を 乗 り 越 え 、 フ ラ ン チ ェ ス コ だ け で な く 、 プ レ ゼ ン ト

を も ら え な か っ た 子 ど も た ち の 元 へ た ど り つ き ま す 。 マ リ オ ネ ッ ト は 、 パ オ

ロという男の 子の所 へ行きますが 、三人一 緒でないと嫌 だと言 い、「 ハートが

三 つ っ て こ と は 、 か な し み も 三 倍 っ て こ と で し ょ ？ 」 と 言 い ま す 。 ハ ー ト を

持 つ こ と の 意 味 を 物 語 の 中 で 巧 み に 表 現 し て お り 、 物 語 の 名 手 ロ ダ ー リ ら し

さを感じます 。（Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

美術館「えき 」ＫＹ ＯＴＯで 12 月 25 日（水）まで開 催中の 巡回展「ぼく と

わたしとみん なのｔ ｕｐｅｒａ  ｔｕｐｅ ｒａ絵本の世 界展」に 行ってきまし

た。ｔｕｐｅｒａ  ｔｕｐｅｒａは 亀山達 矢さんと中川 敦子さ んの２人組ユ ニ

ットで 2002 年から活 動しています 。この 展覧会では 、絵本の 原画やラフ 、布

雑貨、立体作 品、映 像など、初期 の作品 からから最近 のもの まで約 300 点が

もりだくさん に展示 されています 。  

 

作 品 に は と こ ろ ど こ ろ に 手 書 き の 解 説 が つ け ら れ て い て 、 制 作 過 程 や そ の 作

品 が 生 ま れ た 経 緯 な ど が よ く わ か り ま す 。 絵 本 作 品 は 原 画 の そ ば に 本 が 置 か

れていて、そ の場で 手に取って見 ること もできます。  

 

原 画 の お し ゃ れ で カ ラ フ ル で 楽 し い コ ラ ー ジ ュ は 、 自 分 た ち で 作 っ た い ろ ん

な 色 柄 や 質 感 の 紙 を 使 用 し て い る そ う で 、 机 の 上 の 再 現 に も 個 性 豊 か な 紙 が



たくさん並ん でいま す。初期のじゃばら 絵本『木がずらり 』（ 2004）は、飾る

た め の 絵 本 と し て 作 ら れ た そ う で 、 色 と り ど り の 木 が と て も き れ い で す 。 し

かけ絵本『やさい さ ん』（ 2010）は、アイ ディアの元と なった 空き箱で作った

「 や さ い カ ー ド ば た け 」 が 展 示 さ れ て い て 、 自 分 で も 作 っ て み た い と 思 い ま

した。円い形にこだ わった絵本『あかち ゃん』（ 2016）は、工場で円型にく り

抜 か れ る 工 程 の 映 像 が お も し ろ か っ た で す 。『 パ ン ダ 銭 湯 』（ 2013） は 絵 本 の

銭 湯 が 再 現 さ れ て い て 、 湯 船 に 浸 か る ポ ー ズ で 撮 影 で き る よ う に な っ て い ま

す。  

 

ユ ニ ッ ト で あ る こ と で 、 ア イ デ ィ ア を 膨 ら ま せ 、 議 論 し 、 お 互 い の 得 意 な こ

と を 生 か す こ と で 洗 練 さ れ た デ ザ イ ン か つ ユ ニ ー ク な 発 想 の 本 が 次 々 生 ま れ

ているのだと いうこ とが理解でき た展覧 会でした。（Ｋ）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  資料展示「魅せ ま す！紙芝居展 」  

国際児童文学 館所蔵 の印刷紙芝居 を中心 に、 1930 年代から現 在までの歴史 を

たどります。  

会  期：開催中～ 12 月 28 日（土）  休館日あり  

会  場：大阪府立中央 図書館  展示 コーナ ー、国際児童文 学館（ 東大阪市荒本 ）  

主  催：大阪府立中 央 図書館  国際児童文 学 館  

協  力：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団  

 

●  『ねないこだれ だ 』誕生５０周 年記念  せなけいこ展  

会  期：開催中～１ 月 ６日（月）  休館日あ り  

会  場：阪急うめだ ギ ャラリー（阪 急うめ だ本店  ９階）  

料  金：有料（小学 生 以下無料）  

主  催：阪急うめだ 本 店、朝日新聞 社  

 

上 記 イ ベ ン ト の 詳 細 お よ び そ の 他 の 講 座 ・ 講 演 会 、 展 示 会 、 公 募 情 報 に つ い

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  ☆  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『よ み がえった奇跡の

紅 型 』 を １ 名 の 方 に プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 メ ー ル で 件 名 「 メ ル

マガ  NO.112 プレゼン ト希望」とし 、 (1)お名前  (2)郵便番号・ 住所  (3)電話

番 号  (4)メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5)こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き

のうえ  office@iiclo.or.jp にお送りく だ さい。  

締切は 1 月 10 日 (金 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

旅の効用とは 、非日 常に身を置き 、新た な出会い、新 たな発 見により、心 身

共にリフレッ シュす ることだろう と思い ます。一方で 、新幹 線で帰路に就 く

際の駅弁と缶 ビール も、ほっと一 息のす てがたい魅力 があり ます。日常に 戻



ることへの安 心感を 味わえるのも 旅の良 いところなの かも知 れません。  

来年も、みな さまに とって、良い 年にな りますように 。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

みなさまのご 意見・ ご感想をお聞 かせく ださい。下記 メール アドレスまで  

お願いします 。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


